
受 賞 理 由
◆企業リソース（染めや織りの技術、ノウハウやデザイナーの活用）を上
⼿く活⽤しながら商品開発を⾏っている好事例である。

◆ブランディングにも⼒を⼊れており、イタリアの展⽰会での出展等によ
り海外展開を開始するなど、今後の販売促進が期待できる。

所在地： 山梨県富士吉田市下吉田2-25-24
代表者： 代表取締役 前田市郎
資本金： 1000万円
社員数： 5名

前田源商店は、大自然に抱かれた富士北麓で、

人と地球にやさしい織物づくりを実践しています。

郡内織物の製織技術と、感性工学の手法で開発したオーガニックコットン製品

●「感性工学」を活用した心地よい風合いの生地を開発

●「育てる服」をコンセプトとしたデザイン

●安心のオーガニックコットン ●郡内織物の伝統をうけつぐ

前田源商店では「日本オーガニックコットン流通機構（NOC)」により
認定された、無農薬有機栽培の綿花を原料としたコットンを使用しています。
栽培から、糸、生地の生産、製品の加工まで、一貫して管理しています。

「甲斐絹」の時代からつづく産地の伝統に根ざし、
繊細な細い糸を先染めで織る技術によって、オーガニックコットン
の中でも独自の風合いと、心地よさを実現しています。

信州大学繊維学部と連携し、生地の特性を評価するKES計測の結果を活用して、
より工学的な評価から「風合いのよさ」を追求した生地を開発しました。
これまでにない、独自の基準での生地の進化を求めて感性工学を活用しています。

若手デザイナーとのコラボレーションにより、「着れば着るほど素材が肌に馴染む、長く愛され、着る人と一緒に成長していく洋服」をコンセプトとした新し
いウェアシリーズを開発。オーガニックコットンの風合いのよさ、気持ち良さを表現するため、パッケージからパンフレット、ウェブサイト等のビジュアルイ
メージを統一し、販売促進に取り組んでいます。食品を選ぶようにオーガニックコットン製品を選んでいただきたいという思いから、県内スーパーマーケット
等とも連携し地域で愛される流通づくりを目指しています。
また、生地としてはより環境意識の高いヨーロッパのメゾン系ブランドにも採用されています

http://www.maedagen-shop.com/

http://www.maedagen-shop.com/

